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研究成果の概要： 
多くの樹種のアテ材のリグニン構造精査した結果、アテ材のタイプに関わらず、圧縮環境では

リグニン含有量が高く、芳香核構造 S/V比が低く、E-O-4構造が少なく同構造の立体異性対比）
（エリトロ/トレオ比）が低いこと、引張環境ではその全てが逆になることを、統一的な法則性
として見出した。さらに多くの樹種についての分析の結果、S/V 比を中心に記述しえるこれら
の特徴は、植物進化がもたらしたリグニン構造の変化であることが強く示唆された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 21,000,000 6,300,000 27,300,000 

2006年度 7,300,000 2,190,000 9,490,000 

2007年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2008年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

  年度    

総 計 37,100,000 11,130,000 48,230,000 

 

研究分野：農学 
科研費の分科・細目：林学・｢林産科学･木質工学｣ 
キーワード：リグニン、アテ材、木化、木本、草本、ボールミル、進化、細胞壁 
 
１．研究開始当初の背景 
1990年代はリグニン構造の多様性が強調
された時代であった。しかし多様性を貫く法
則性を見出す努力はほとんどされていなか
った。多様性を生み出した必然性（進化の圧
力）を明らかにすることによって、木質化細
胞壁におけるリグニン存在の意義を明らか
にできると考えた。 
 
２．研究の目的 
(1)樹木細胞壁のもっとも大きな特徴は重力
に抗して成長する点にある。重力環境に対応
してリグニンの化学構造がどのように変化
するかを明らかにする。 
(2)また力学的破壊によってリグニン化学構

造がどのように変化するかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)重力の影響によって細胞壁が異常な成長
をするアテ材において、圧縮側から引張側へ
と移り変わるにつれてリグニン構造と量が
どのように変化するかを、多くの樹種につい
て調べた。 
(2)重力に抗して成長する必要の無い草本の
リグニンが木本のリグニンとどのように違
うかを精査した。 
(3)力学的破壊にともなうリグニン構造の分
解挙動を明らかにするために木粉を様々な
条件で磨砕し、リグニン構造との関係を調べ
た。 
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４．研究成果 
(1) アテ材のタイプに関わらず、圧縮環境で
はリグニン含有量が高く、芳香核構造 S/V比
が低く、E-O-4 構造が少なく同構造の立体異
性対比エリトロ/トレオ比が低いこと、引張環
境ではその全てが逆になることを、統一的な
法則性として見出した。 
(2) 芳香核構造を軸に記述される上記の法則
性は、植物進化に対応したリグニン分子構造
の進化として理解できることが、多くの樹種
のリグニン構造の分析の結果強く示唆され
た。 
(3) 引張環境下で優先的に生成するリグニ
ン構造は、力学的破壊時にも優先的に分解す
ることが示唆された。 
(4) 草本類のリグニン定量値は過大な値が
与えられることを、IR分析や特定リグニン分
解物の定量によって明らかにすることがで
きた。これらに基づき、草本と木本の細胞壁
構造の違いは、リグニン量の違いとして合理
的に理解することが可能になった。 
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